
●　０より小さい数を負の数と呼ぶ。負の数は「-」（マイナス）をつけて表す。
　◦０より１小さい数 → -１（マイナス１）　◦０より 5─2小さい数 → -

5─2 （マイナス
5─2 ）

　　＊符号「-」を負の符号という。
●　０より大きい数を負の数に対して正の数という。正の数は「+」（プラス）をつけて表す。
　◦０より１大きい数 → +１（プラス１）　　◦０より 5─2大きい数 → +

5─2 （プラス
5─2 ）

　　＊符号「+」を正の符号という。
●　数というときは，正の数，０，負の数を合わせた全体をさす。
　　＊整数は，正の整数（自然数ともいう），０，負の整数に分けることができる。

● 　利益と損失，増加と減少のように，互いに反対の性質を持つ量は，一方を正の数，他方を負の数で
表すことができる。
　◦800円の利益を＋800円で表す → 800円の損失は-800円で表される。
● 　ある基準からの増減や過不足は，正の数と負の数を使って表すことができる。
　◦テストの得点の目標を80点としたとき……94点 → +14点，50点 → -30点　　

1 次の数を「＋」や「－」を用いて表しなさい。
□⑴　０より３小さい数 □⑵　０より1.2大きい数 □⑶　０より 4─5小さい数
 〔　　　　　〕 〔　　　　　〕 〔　　　　　〕

正の数・負の数  ポイント1

正負の数を使った量の表し方  ポイント2

2 次の問いに答えなさい。
□⑴　次のことがらを，正の数・負の数を使って表しなさい。
　□①　５人の増加を+５人と表すときの６人 □②　７時間前を-７時間と表すときの，３時間後
　　　の減少 
 〔　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
□⑵　下の表は，７人の生徒の数学のテストの得点が，そのクラスの平均得点58点よりどれだけ高

いかを示したものである。各人の得点を求めなさい。

生　　　徒 A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ
58点との違い（点） +15 -３ -24 +30 -12 +７ -８
得　　　　点（点）
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● 　１つの直線上に基準となる点Ｏを決め，数０を対応させる。次に，等間隔で，０から右へ，+１，
+２，+３……をとり，０から左へ，-１，-２，-３……をとる。この一定の間隔を長さの単位と
して，整数の間に，小数や分数を対応させた直線を数直線といい，基準となる点Ｏを原点，原点より
右の方向を正の方向，左の方向を負の方向という。

●　数直線上で，１つの数に対応する点と原点との距離を，その数の絶対値という。
　◦+５の絶対値 → ５　　　◦-５の絶対値 → ５　　　◦- 7─3の絶対値 → 

7─3

●　数直線上では，右へ進むほど数は大きくなり，左へ進むほど数は小さくなる。
　◦正の数……絶対値が大きいほど大きい。　　　◦負の数……絶対値が小さいほど大きい。　
　　　+７＞+２　　　　　　　　　　　　　　　　　-７＜-２

3 次の問いに答えなさい。
□⑴　下の数直線上の点Ａ～Ｅに対応する数を答えなさい。
 Ａ〔　　　　〕Ｂ〔　　　　〕Ｃ〔　　　　〕Ｄ〔　　　　〕Ｅ〔　　　　〕
□⑵　次の数に対応する点を下の数直線上に矢印↑で示しなさい。
　　Ｆ：＋２　　　Ｇ：-２　　　Ｈ：+1.4　　　Ｉ：-1.8　　　Ｊ：-0.2

4 次の問いに答えなさい。
□⑴　次の数の絶対値を答えなさい。
　□①　-２ □②　+5.4 □③　+12─7  □④　-2.74
 〔　　　　〕 〔　　　　〕 〔　　　　〕 〔　　　　〕
□⑵　次の２数の大小を，不等号を使って表しなさい。
　□①　０　　　　+５  □②　+4.8　　　　　+4.4　
　□③　０　　　　-３  □④　-2.8　　　　　-2.5　

数直線  ポイント3

絶対値・数の大小  ポイント4

正負の数の意味　3
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1 次の数を「+」や「-」を使って表しなさい。 （ ポイント 1）

□⑴　０より５小さい数 □⑵　０より0.1大きい数 □⑶　０より 2─3小さい数

 〔　　　　〕 〔　　　　〕 〔　　　　〕

2 次の〔　　　　〕の中に，「大きい」，「小さい」のどちらかのことばを書きなさい。
 （ ポイント 1）
□⑴　０より 3─4〔　　　　　　　　〕数は-

3─4である。

□⑵　-２は０より２〔　　　　　　　　〕数である。

□⑶　０は-1.6より1.6〔　　　　　　　　〕数である。

3 次の〔　　　　〕の中に，あてはまる数やことばを書きなさい。 （ ポイント 2）

□⑴　600円の損失を-600円と表すと，600円の〔　　　　〕は+600円と表される。

□⑵　８人多いことを+８人と表すと，12人少ないことは〔　　　　〕と表される。

□⑶　気温が５℃上がることを+５℃と表すと，気温が３℃下がることは〔　　　　〕と表される。

□⑷　 4─5 kg重いことを+
4─5 kgと表すと，0.7kg〔　　　　〕ことは-0.7kgと表される。

4 下の表は，ある商品の月曜から土曜までの販売個数を示したものである。この商品の１日における
販売目標が60個であるとき，販売個数と販売目標との違いを，「+」，「-」を使って表の中に書き入

れなさい。 （ ポイント 2）

□　 月 火 水 木 金 土
販売個数（個） 61 66 58 54 60 70

販売目標
との違い（個） +１
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5 下の数直線上の点A～Fに対応する数を答えなさい。 （ ポイント 3）

□Ａ〔　　　　〕　　□Ｂ〔　　　　〕　　□Ｃ〔　　　　〕　　

□Ｄ〔　　　　〕　　□Ｅ〔　　　　〕　　□Ｆ〔　　　　〕

6 次の数に対応する点を，下の数直線上に矢印↓で示しなさい。 （ ポイント 3）

□⑴　+３　　□⑵　-１　　□⑶　+3.5　　□⑷　-0.5　　□⑸　- 2─9

7 次の数の絶対値を答えなさい。 （ ポイント 4）

□⑴　-３ □⑵　+4.5 □⑶　- 3─5  □⑷　+３ 1─6
 〔　　　　〕 〔　　　　〕 〔　　　　〕 〔　　　　〕

8 次の数を小さいものから順に並べて，記号で答えなさい。 （ ポイント 4）

　㋐　-1.2　　㋑　+0.4　　㋒　０　　㋓　- 3─2

□〔　　　　＜　　　　＜　　　　＜　　　　〕

9 次の〔　　　　〕にあてはまる数を書きなさい。 （ ポイント 4）

□⑴　絶対値が４以下の負の整数をすべて求めると〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕である。

□⑵　数直線上で-５から７までの距離は〔　　　　〕である。

□⑶　-3.2より小さい整数のうち，最大のものは〔　　　　〕である。

正負の数の意味　5
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